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日本臨床寄生虫学会会則 
（平成 30年 7月 14日一部改正） 

第一章 総  則 
第 1条 本会は日本臨床寄生虫学会「The Jap-

anese Society of Clinical Parasitology」と
称する． 

第 2条 本会は事務局を〒162-8655 東京都新
宿区戸山 1-21-1 国立健康危機管理研
究機構 国立国際医療研究所 熱帯医

学・マラリア研究部内に置く． 
第二章 目的および事業 
第 3条 本会は臨床領域における寄生虫症に関

する諸問題を学際的に研究し，進歩発

展を図ることを目的とする． 
第 4条 本会は前条の目的を達成するため，次

の事業を行う． 
 1. 会誌の発行 
 2. 学術大会の開催 
 3. その他必要な事業 
第三章 会  員 
第 5条 本会の会員は次の通りとする． 
 1. 正会員 
 2. 名誉会員 
 3. 賛助会員 
第 6条 会員は学術大会および会誌に研究成果

を発表できる． 
第 7条 本会会員は，本会の目的達成に協力す

るものとする．本会の入会を希望する

者は，評議員の推薦を受け，所定の申

込書に必要事項を記入し，年会費を添

えて事務局に申し込まなければならな

い． 
第 8条 正会員は年会費を各年度の初めに納入

するものとする． 
第 9条 名誉会員の推薦については別に定める

内規によるものとする． 
第 10条 賛助会員は本会の事業を援助するた

め，所定の賛助会費を納入する団体お

よび個人とする． 
第 11条 会員は次の場合に会員および役員の資

格を喪失する． 
1. 退会の届出をしたとき． 
2. 会費を 2年分以上滞納し，かつ勧告
に応じないとき． 

3. その他本会則に違反したとき． 

第四章 役  員 
第 12条 本会には次の役員を置く． 
 1. 理事長 1名 
 2. 理 事 若干名（庶務担当，編集担

当，会計担当を含む） 
 3. 監 事 2名 
 4. 評議員 若干名 
 5. 顧 問 若干名 
 6. 大会長 1名 
第 13条 理事および監事は評議員会によって選

出される． 
 理事長の選出は理事の互選による． 
 評議員は別に定める細則により選出さ

れる． 
 顧問は理事長が推薦する学識経験者

で，理事会の承認を得るものとする． 
 大会長の選出は理事会の推薦および評

議員会の承認を得るものとする． 
第 14条 本会の役員は次の職務を行う． 
 1. 理事長は本会を代表し，理事会およ

び評議員会を召集する． 
  理事長は収支予算および決算，役員

人事など主な会務について総会も

しくはその他の方法により会員に

報告しなければならない． 
 2. 理事は理事会を組織し，本会の会務

に関する事項を処理，執行する． 
 3. 監事は会計を監査する．また理事会

に出席して意見を述べることがで

きる．但し評議員以外の役員を兼ね

ることはできない． 
 4. 評議員は評議員会を組織し，会の運

営に必要な諸事項を審議決定する． 
 5. 顧問は必要に応じて評議員会に出

席し，本会の発展に必要な会務に関

して助言することができる．但し議

決に加わることはできない． 
 6. 大会長は学術大会および総会を主

宰し，その任期中理事となる． 
第 15条 理事，監事，評議員の任期は定期総会

の翌日から 3 年とする．但し，再任は
妨げない．会長の任期は定期総会の翌

日から 1 年とする．顧問の任期は特に
定めない． 

第 16条 役員の欠員を生じた場合には理事会が
必要に応じて役員を補充することがで

きる．但し，その任期は前任者の残存

期間とする． 
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第 17条 学術大会および総会の学術記録，編集
などの任務を遂行するため編集委員会

を置き，委員は理事長が任命する．編

集委員会は理事長の職務の補佐をも行

う． 
第 18条 学術大会の企画，プログラム構成その

他の任務を滞りなく遂行するため大会

長は委員を委嘱し，プログラム委員会

を置くことができる． 
第五章 会  議 
第 19条 定例評議員会および総会は，毎年 1 回

開催される．定例評議員会は評議員総

数の過半数（委任状を含む）をもって

成立し，出席者の過半数の賛否をもっ

て議決する． 
第 20条 理事長は評議員総数の 1／3 以上の要

請があるときは，臨時評議員会を開催

しなければならない．臨時評議委員会

は評議員総数の過半数（委任状を含む）

をもって成立し，出席者の過半数の賛

否をもって議決する． 
第 21条 理事会は必要に応じて理事長が召集す

る． 
第六章 学術大会 
第 22条 学術大会は年 1 回以上開催し，大会長

の責任において運営される．学術大会

に演題を提出するものは本会の会員に

限る． 
第七章 会  計 
第 23条 本会の会計年度は 4 月 1 日より翌年 3

月 31日までとする． 
第 24条 本会の経費は，本会会費，各種補助金

およびその他の収入をもって充てる． 
第 25条 会費の年額は別に定める． 
第 26条 収支の予算および決算は，評議員会の

承認を得なければならない． 
付  則 

1. 本会の会則を変更するには，評議員会の承
認を得なければならない． 

2. 本会の会費は年額 8,000円とする． 
3. 顧問は会費を納付することを要しない． 
4. 本会則は平成 2年 6月 23日より施行する． 
5. 本会則の一部を改正し，平成 8 年 6 月 15
日より施行する． 

6. 本会則の一部を改正し，平成 22年 6月 18
日より施行する． 

7. 本会則の一部を改正し，平成 23年 7月 19
日より施行する． 

8. 本会則の一部を改正し，平成 30年 7月 15
日より施行する． 

 
日本臨床寄生虫学会評議員選出細則 
1. 評議員は新評議員を推薦することができる． 
 候補者の資格は原則として会員歴 3 年以上の
正会員とする． 

2. 新評議員候補者の推薦は定例評議員会開催の
1 ヶ月前までに事務局を通じて理事長に提出
する． 

3. 理事会は会員歴，研究歴をもととして新候補
者の選定を行い，評議員会において決定する． 

 
日本臨床寄生虫学会名誉会員推薦内規 
1. 年齢満 70歳以上の会員であること． 
2. 次の各号のいずれかを備えていること． 

(1) 理事，監事または大会会長として学会の運
営に貢献したこと． 

(2) 臨床寄生虫学領域で顕著な業績をあげ，学
会の発展に貢献したこと． 

3. 名誉会員候補者を推薦しようとするものは，
次の書類を学術総会開催日の 1 ヶ月前までに
事務局を通じて理事長に提出しなければなら

ない． 
(1) 評議員 2 名以上の連名による理事長あて
の推薦届． 

(2) 推薦者による，候補者の研究紹介および学
会に関する活動の概要． 

4. 理事会は前項の規定により推薦された候補者
について審議し，評議委員会を経て名誉会員

の推薦を決定する．その結果は総会もしくは

その他の方法により会員に報告しなければな

らない． 
5. 名誉会員は会費を納付することを要しない． 
6. 名誉会員は会誌の配布を受け，研究業績を学
術講演会および会誌に発表することができる． 

 
付則： 名誉会員は評議員会，総会に出席し，助

言することができる．但し，議決に加わ

ることはできない．  


